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兵庫アルコール、薬物、ギャンブル

依存症リハビリテーションセンター  

 

 

阪神ダルク ニューズレター  

Vol.５（２０２４年８月発行） 

  

Vol.1 / 2023.9 

阪神ダルクは依存症から回復を目

指す仲間たちが集う小さな希望の

灯です。「一隅を照らす」をモットー

に私たちのベストを尽くし未だ苦し

む依存症者の居場所創り、回復

支援を行っています。 
 

このニューズレターは兵庫県の「令和 6年度 

依存症に関する自助グループ等活動支援

事業補助金」で作成しました。 
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朝夕は涼しい風を感じる季節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。日
頃より、かえでの会阪神ダルクの活動にご理解、ご協力を頂き誠にありがとうございます。 

 

おかげさまで阪神ダルクも２回目の夏を仲間たちと無事に過ごすことができています。夏と言えばこの地域

は「全国高等学校野球選手権大会」で８月は盛り上がります。今回のニュースレターVol.5の表紙は阪神

甲子園球場にしました。今年２０２４年に１００周年を迎えるということです。ダルクでも決勝戦含め２回

も「仲間たち」と自転車漕いで観戦してきました。 

 

さて、今年の夏はグッドニュースがありました。尼崎の夏の一大イベント「尼崎 貴布禰神社 夏季大祭」のだ

んじり祭りに地域の皆様のご厚意で準備に始まり打ち上げの BBQ まで参加させて頂くことができました。２年

前のダルク立ち上げ当初は地域より依存症を知らないが故の不安な声を頂き、私自身も苦しい日々も続き

ましたが、それでも地域と関わり続け地域共生の回復支援を目標にしてきました。何よりダルクで日々回復に

励んでいる仲間たちが辛い思いをしていないか心配でした。今回の繋がりでその仲間たちの笑顔や普段以上

に活き活きとした表情に改めて地域全体で一人のアディクトを支えていく事の効果と大切さを実感しました。 

 

人や地域との繋がり、人のあたたかさに触れる事で「孤独の病」とも言われる依存症は癒され回復してゆき

ます。改めて尼崎は人情ある素晴らしい町だなと感じます。地域の中で人との繋がりを感じながら回復を目指

せる場所がある事はありがたい事ですね。この町に我々が助けられた事を、次は我々が町の為に依存症回復

支援を通して恩返しを行ってゆきたいと強く感じました。今後も毎年参加させて頂く予定です。衣装なども用

意して頂き本当にありがとうございました。こうやって地域との繋がりがどんどん増えて行く事が嬉しいです。ダルク

の独りよがりで回復支援はできません。地域に見守られ繋がりを感じられる人情味がある尼崎という地でダル

クを開設でき嬉しく思います。ここには希望があります！これも、辰巳町、尼崎の皆様や恐れず地域と触れ合

おうとする仲間たちのおかげです。 

 

今後も未だ苦しむ仲間の回復の居場所創りを精進いたします。引き続きどうか、かえでの会阪神ダルクをお

見守りご協力頂き、また皆様の手で育てて頂きたくどうぞよろしくお願いいたします。 

「つながり」 

～ goodfellows ～ 

一般社団法人かえでの会阪神ダルク 

代表理事 濱津 太一 
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まずはじめに、各依存症を通じて自分自身と向き合

い、回復に勤しむ皆様及び、理解を示されている周りの 皆様に心からの

敬意を表します。私の体験を通じて、未来に希望を持って頂きたい思いでシェアさせて頂

きます。 
父が病気で入院したのは私が 7 歳の時。退院後も働けなくなり、その憂さ晴らしの為か趣味の競艇にのめり込

む 様に。稼ぎ頭を無くし家計は火の車。母は昼夜問わず働きに出る。軍資金が底を尽きた父は母へ無心。一

気に負のスパイラルに陥る。この時点で外部のサポートが必要だったが当時は情報が無く、依存症の認識が無い

私は「家庭内の事とはいえ父の行為は犯罪。私は被害者である一方加害者の娘という立場。友達に知られた

ら嫌われる。ともすると両親と一緒に暮らせなくなるかも知れない。そんな思いをする位なら話さない方がまし。」

悪い事態を想定し、【現状維持バイアス】が掛かった状態に。その後、同級生のいじめに遭い家にも学校にも居

場所を無くした時でさえ「私さえ黙っていれば、私さえ我慢すれば全てはうまくいく」そう自分に言い聞かせ現状維

持。当然の事ながら状況は更に悪化。私に冷たくなった（と思った）両親の事をだんだん受け入れられなくな

る。「親の事が嫌い、そんな自分はもっと嫌い」と自己否定。ある日「親に消えて欲しい！」そう思った瞬間我に返

り 「こんなこと考える私の方こそ消えたほうがいいんだ。」と希死念慮が。当時 10歳。 

 

「私の人生、なんでこんなに悲しいんだろう？辛いんだろう？苦しいんだろう？なんで？なんで？なんで？？？」

と自問。すると天からの啓示の如くひとつの答えが「私は不幸になる為に生まれてきた。」眉をしかめる様な内容に

感じるかも知れないが私にとっては逆だった。内容よりも長年抱いていた疑問が解けた喜びの方が大きかったの

だ。妙に腹落ちしスッキリした私は「了解！じゃぁ私はこれから強くなろう！不幸を乗り越える為に。」そしてこれは

今後大いに役立った。不幸に対する心積りが出来たのだ。もちろんフォーカスが不幸にあたってしまった為、ありと

あらゆる事象が不幸に感じるという副作用はあったが、いまだにこの答えを出した事を後悔したことは一度もない。

あの環境下では免罪符。お守りになったのだ。高校生になった時、父のお金の無心は遂に私にまで及んだ。普

段なら「今日はお金を盗られなかった。私の勝ち！」とゲーム感覚でやり過ごしていたが、そこはまだ未成年。ある

日「父にとって私の存在意義はそんな程度なのか。」と思い悩み母に打ち明けた。しかし返ってきた言葉は「盗ら

れる所に置いておくお前が悪い！」見事に返り討ちを喰らってしまう。そう我が家のルールは自分の身は自分で守

る。とはいえいよいよ精神的に耐えられなくなり、外部に助けを求める事に。先生、バイト先社員、最後は行政

に。しかし結果はどれも玉砕。現状は何も変わる事はなかった。 

「もう他人に頼るのはやめよう。この問題は墓場まで持っていく！」                   

社会人になった後、数人に過去の話としてこれまでの事を話した。返ってきた言葉は 

「今までよく死ななかったね。私なら自殺しちゃう・・・。」 

当然の反応だろう。なんせ当の本人でさえもそう思っているのだから。 

「あの時も死にたいと思った。この時も死にたいと思った。ある時なんて本気で死のうと思った。」そんな過去が思い

出される。だが改めて他人の口から言われるとより一層気落ちする。自分の身の上がそんなに不幸なのかと。 

 

時は流れ 31歳になった私に運命の出逢いが。経営コンサルタントを生業にしている男性。時々個人の相談に

も応じている。ひょんなことから私のバックグラウンドを知った彼が言ったひとこと。これが私の人生を変えた。その言

葉は「今まで良く生きてたね。」 
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     「阪神ダルクとの出逢い」                      

      尼崎在住 某経営コンサルタントの秘書業務  神山 ヒデ子 

神山 ヒデ子 

デリア・ジョヴァンニ神父 
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次の瞬間私の脳裏に【生きること】を選択してきた自

分の姿が思い出された。 

辛いながらも今まで毎晩「今日一日、なんとか乗り

越えられた。よし。今日 1日頑張れたんだから、明

日もう 1日頑張ってみよう。」と自分に言い聞かせな

がら眠りにつく日々。 

そんな自分を誉めてもらえたような気がした。「あぁ、

私の選択は間違ってなかった。私は生きてて良かった

んだ。」ようやく自分を許せた瞬間だった。 

 

その後不思議な事が起きる。私がつい「死にたい」

と口走ると、突然背後から「今まで良く生きてたね。」

と聞こえてくるようになったのだ。えっ！と振り返るも誰

もいない。「何だったんだろう今のは？確かに聞こえ

た。」そんなことが繰り返される事３回。 

そしてまたもや「今まで良く生きてたね」と聞こえてきた

ある日。遂に私はこう答えた。「はい、はい。分かりま

した。生きればいいんでしょ、生きれば！」開き直りだ

った。 

宣言したからには実行に移さないといけない。しかし

何から始めよう？そうだ。まずは「死にたい」と言うの

を止めよう。思ったとしても言わない。行動を変えた

のだ。 

あれから早 22年。今の私は昔では到底考えられな

い位、恵まれた生活をしている。改めて振り返ると、

強くなりたいと思っていたが、強さははじめから私の中

にあった。更には「生きる」ことを強く望んでいた。そう、

答えは自分の中にある。 

詩人、相田みつを氏の作品にこのような言葉があ

る。「その時の出逢いが人生を根底から変える事があ

る。良き出逢いを。」残りの人生、今日が一番若い

日。未来は過去の延長線にある必要はない。人生

はいつでも変えられる。人生は望んだ通りになる！ 
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Just For Today       

~ありのままでいられる場所~ 

 

はじめまして、 依存症の

じゅんぺいと言います。  

今年の 4月に刑務所を出所して、 現在は精神

病院に入院しながら阪神ダルクのレクリエーションや

自助グループに参加し、 回復の日々を送っていま

す。 

僕自身のことをお話します。 

薬物や非行等とは縁遠く、 『普通』 に 『真面目』 

に周囲が望む自分を演じて人生を歩んできまし

た。 大学卒業後、 23歳で覚醒剤を覚えてから

薬物が止まらず 30歳で 1度目の逮捕。 翌年に

自首をして 2度目の逮捕となり、 今年の 4月ま

で刑務所にいました。 出所後の 4月から 5月に

かけてどん底の状態でした。 薬物を使 っていなくて

もどん底でした。 

僕は服役中にいわゆる 『治っちゃった病』 になっ

ていました。 服役前からダルクや NA に繋がってい

たのです が、 そんなの必要ない、 また働いて立派

に社会人をやれば自分一人の力で薬物をやめら

れる、 そういう風に考え自我を押し通し引受人を

前の施設の施設長から父親に変更しました。 しか

し現実はそう甘くなく、 出所後は就職活動をしな

がら NA には顔を出すものの疎外感や孤独感に

苛まれていました。 社会とも仲間とも中途 半端に

しか繋がれてないと思っていたからです。それに失わ

れた 2年半の時間を取り戻そうと焦っていました。 

 

じゅんぺい 
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4月に内定をもらっていた職場から、 非採用通知が送られてきたのもその頃で、やっぱり自

分は社会からも誰からも必要とされていない、 そんな自分は生 きる価値が無いと感じていま

した。 以前から知り合いだった濱津さんや NA の仲間に連絡を取ってミーティングやイベント

に顔を出していましたが、 その度に自己嫌悪感や罪悪感が酷くなり生きているのが辛かった

ことを覚えています。 

 

そんな時ほど仲間たちから言われることは、 『早く入寮しよ』 『他人のリハビリする前に自分

のリハビリやで』 という言葉でした。 心の中ではそうしなければ、と分かっているのですが何かと

理由をつけ否認を繰り返し 全く踏み出せませんでした。 最終的に決定打になったのはある

仲間から言われた 『地元を卒業しよ』 という言 葉です。ギャザリングの後にネガティブな感情

がより酷くなりお手上げ状態になりました。 入寮の意思を伝えるのはとても怖かったですが、 

濱津さんに電話をし気持ちを伝えました。 それが 5月半ばのことです。そこから病院や福祉

に繋げていただき現在の生活があります。 

今は綱渡り状態ですが、 薬物が止まっている生活が続いてます。それは阪神ダルクの仲間

を含め、 たくさんの仲間たちが周りにいてくれているからです。 一人では何もできませんでし

た。 自分らしく生きることもできませんでした。 

僕はゲイなのですが、つながる以前はそのことをオープンにすることが怖かったし、ずっと隠して

偽って生 きてきました。でもゲイであることは僕のアイデンティティの一つです。自分で否定し

続けてきたことをダルクや NA では否定されることがなくて、ありのままでいられる場所だと感じ

ています。     

 

今年の夏は、シラフじゃないと経験できないことをたくさん経験しています。 仲間と一緒に

コンベンションや甲子園観戦、海やカラオケにも行きました。地域の祭にも参加することができ

ました。とても楽しく心が 満たされました。仲間と一緒にいることで生きるパワーをもらっていま

す。 仲間一人一人の存在が僕にとってのかけがえのないメッセージです。 

 

最後になりましたが Just For Today という言葉は僕の大切にしている、今日一日とい

う意味の言葉です。今日一日、回復していけることに感謝し、そして回復を楽しんでいきた

いと思っています。 
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問題を認めて、自分自身が変わろうと行動に移

せば、問題から遠ざけることができました。それができ

たときは、今までに味わったことのない達成感がありま

した。そんな成功体験ができたから、あらゆる問題に

対して認めていこうと日々励んでいます。プログラムで

の成功体験を積むことは自信にもつながり、自己肯

定感が少しずつ上がり、自分自身が好きになるよう

になりました。今までだったら、自分に自信がなく、周

りからの評価がとても重要で、それが自分の存在価

値でしたが、その生き方が少しずつ変わってきている

なと実感しています。自分自身で褒めることもできる

し、プログラムをすれば自信もつく。 

そうすれば周りからの評価を必要としなくなる自分

がいる。でも、この依存症の病気の怖いところは、プ

ログラムをさぼればあっという間にもとに戻るということ 

です。プログラムをしなければ、昔の自分が出てくる

し、また相手や自分を責めようとしてしまいます。人そ

う簡単に変われないんだなと知ることが出来ました。 

でも一つ言えることは、プログラムをしている時のほ

うが生きやすく、自分のことが好きなので、 このまま

変わり続けたいという思いがあることです。だからどん

なことがあっても前を向いて生きたいなと思います。 

テーマにも書かせていただいた「本当の自分とは」

ですが、本当の自分がまだまだ分からないなという思

いでテーマにしました。私はセクシャリティの問題や周

りの人に正直になれなかったことで、物心ついた時か

ら嘘をつき、偽りの自分として生きてきました。だか

ら、本当の自分というのが正直わからないのです。ミ

ーティングで同じセクシャリティの仲間もよく口にしてい

る言葉です。でも、先は長いですがいつか本当の自

分に出会えることをとても楽しみにしています。 

 

「本当の自分とは」 

ユジン 

こんにちは。薬物依存症のユジンで

す。阪神ダルクに 入所してから、もう 10

か月が経ちました。2年前の 7月に逮捕され刑務

所で過ごし、出所後に施設長に迎えに来ていただいてからも

うそんなに日が経ったのかと驚いています。現在、施設と NA

に繋がり、平穏な生活を過ごせているのは、私の周りにいる仲

間たちのおかげです。本当に感謝でいっぱいです。 

施設でのミーティング、NAのミーティングやサービス、そして

12 ステップを使った自分自身のプログラム、スポンサーシップ

など様々なプログラムに日々取り組んでいます。最初は少し

面倒くさいなと思うこともありましたが、今では様々なプログラ

ムが私の習慣になっています。私自身が最近、頑張ってして

いることが「認める力」です。NA の１２ステップでの第 1 ステ

ップにも記載してあるように、様々な問題に対して認めていか

なければ自身が変わることができないと知りました。また、自分

自身、目の前の問題に対して受け止めることができず、それか

ら逃げるために今まで 覚醒剤を使用する理由となっていまし

た。だから、自分の感情が少しでも揺れ動かされる問題が起

きた時、その 出来事や相手を認めていく努力をしています。

最初、やり始めたときは、なかなか思うようにいくわけもなく、認

めようとしていても、認めたくない自分が現れたり、相手や自

分に刃を向けようとすることも多々ありました。そんなときは、ミ

ーティングで話したり、仲間やスポンサーに相談したりと、力を

借りることもありました。正直、最初のころは本当に しんどか

ったです。自分は悪くないのにとか、相手が悪いのにどうして自

分が認めなきゃいけないんだろうと悩むことがありました。でも

一番の問題は誰が悪いとかでなく、目の前の問題を認めるか

認めないかが問題だとようやく気付くことができました。 
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電話相談 来所による面談 メール相談 

相談の内容に関しての秘密は厳守します 

 

逮捕・勾留中の方々への支援 

刑務所・拘置所・留置所への面会、手紙などによる逮捕者及び保釈中

の方への裁判での情状証人出廷や、刑務所出所者への薬物からの回

復を希望する方の引受人としての指導対応や、出所前面談など、他機

関と連携しながら対応しています。また、資料請求などもご連絡いただけ

れば対応いたします。 

☀月曜～土曜 10：00～17：00 

📞 06-7410-4057 

メールは２４時間いつでも OK。           

📩  hanshin.darc@gmail.com 

 

 
阪神ダルク広報誌                    

「阪神ダルク GOOD DAY NEWS」  

年間購読のお願い 

 この広報誌「阪神ダルク GOOD DAY NEWS」の年間購読のお願い

です。障害者低料第三種郵便物の取得が遅れており、皆様を

お待たせしてしまいましたが、漸く第三種郵便の取得ができまし

た。年間購読費は年６回発行で 3000 円になります。お申し込

みは FAX、電話、メール、または同封の振込用紙にてお願いいた

します。お申し込みの際は「住所・氏名・電話番号」を必ず明記く

ださい。 

 配布用に、当ニューズレターを置いていただける場合はご連

絡ください。たくさんの方に読んでいただけるように希望数を郵

送いたします。助けが必要な時、手を伸ばせばいつでも回復

の希望が届くようぜひ、まだ苦しむ依存症者の助けとなるよう

にご協力ください。 

支援会員のお願い 

阪神ダルクでは、支援会員として、活動を支えてくれる方を募集

しています。 

兵庫県の薬物依存症者を助ける活動をご支援ください。 

個人会員は１口 3000円（ニューズレター定期購読料を含

む）からになります。刑務所内の方々との文通による支援のため

の切手代などに使わせていただきます。 

ご連絡をお待ちしています。 

領収書希望の方は一言ご記載ください 

阪神ダルク  

TEL／FAX: 06-7410-4057                                   

e-mail: hanshin.darc@gmail.com 
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阪神ダルクへのご献金・ご献品のご支援、心から感謝いたします。 

פּ אלשּ Ṅ נּ קּ בֿפּףּ ḭ ḭ

כֿ צּ קּ ךּ ︣Ḯ ךּ ︡ ︣Ḯֿכ פּ שּפּ שּ  Ḯךּאל

פֿ  

︡                                 

         

    Ễ  

ךּ קּ ︣Ḯ ךּ ︡ ︣Ḯ 

פֿ  

B ṇ   ṇ             

︡טּ אל︢ףּצּ   ể                                                                                                   

ṕ 6 6 23 Ṍ 6 8 26  ḱ  Ṗ 

 ☆かえでの会阪神ダルクの活動をお支えください☆ 

ご寄付やご献品のお願い 

阪神ダルク開設して２年目に入りました。開設したばかりで非常に苦しい状況であります。非常に心苦しいのですが、ご寄

付及び、ご家庭で余っている日用品の献品をお待ちしています。 本当に厳しい状況で、皆様からご支援でなんとか成り立

っており、依存症者の回復の灯が消えないようにしたいと考えていますので、何卒ご支援のほどよろしくお願いします。 ご家

庭で余っている食料品（米、野菜、乾物、味噌、醤油など）から、洗濯洗剤やシャンプー、石鹸などがございましたら、阪

神ダルクまでご献品ください。 また、尼崎市において立ち上がったばかりで、仲間のサポート、相談業務に明け暮れる日々

の中、運営資金も非常に苦しい状況です。みなさま、本当にお助けてください。よろしくお願いいたします。                                                                          

ẑ ẑ  

ご寄付振込先口座  ゆうちょ銀行                                               
口座番号 ００９６０−６−２１３６６５                                                   

口座名 シヤ） カエデノカイ                                                          
店番 〇九九 店（０９９）口座番号 0213665 

もしくは 

ＧＭＯあおぞらネット銀行（金融機関コード：0310） 
支店名：法人第二営業部（支店コード：102） 

普通口座：1311090 
名 義: 一般社団法人かえでの会 

献品の送り先住所                                                          
660-0858 兵庫県尼崎市築地５丁目７－１３                                       

一般社団法人 かえでの会 阪神ダルク 

【編集後記】  

夏も終わりますね！先日甲子園へ高校野球を観に行きま

した。私は福岡離れて早 20年経ちました(/ω＼)だけど

福岡が好きなんですよ。だから高校野球は九州勢、福岡

代表を応援したくなるんです。1992年、当時小 5。夏の

甲子園で西短が優勝した年、西短の試合を観に初めて

甲子園に行った日がついこの間のような気がします。あれか

ら 32年。やばいって。光陰矢の如しです。今日という日は

残りの人生の最初の一日。二度と来ない今日という日に

感謝を噛みしめながら生きたいものです    𝕯𝖊𝖛𝖎𝖓            

阪神ダルク ニューズレター  阪神ダルク GOOD DAY NEWS Vol.５ 

編集人 一般社団法人 かえでの会 濱津 太一 

印刷 プリントパック 

〒660-0858 兵庫県尼崎市築地５丁目７－１３ 

TEL ／FAX：06-7410-4057  

e-mail ：hanshin.darc@gmail.com 

URL：https://kaedenokai.org/ 

価格 １部 100円 年会費 3000円 

（購読料は年会費に入ります） 

発行人 関西障害者定期刊行物協会 

〒543-0015 大阪市天王寺区真田山町 2-2 東興ビル４階 
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